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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、シャペロニンとして機能する主要な熱ショックタンパク質をコードしています。この遺伝子は7量体リングから構成されており、このリングが別の熱ショックタンパク質と結合して対称的な機能的ヘテロ二量体を形成し、ATP依存的にタンパク質のフォールディングを促進します。この遺伝子と共シャペロニンであるHSPD1は、2番染色体上に頭対頭の向きで配置されています。この遺伝子座と隣接するMOBKL3遺伝子座の間では、自然発生的なリードスルー転写が起こります。[RefSeq提供、2011年2月]、機能：真核生物のCPN10ホモログであり、CPN60と共にミトコンドリアタンパク質生合成に必須です。 Mg-ATP存在下でCPN60に結合し、後者のATPase活性を抑制する。,誘導:ストレスによる。,質量分析:PubMed:7912672,類似性:groESシャペロニンファミリーに属する。,サブユニット:ホモヘキサマー。,
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	HSP10抗体を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	HSP10抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	NIH/3T3細胞ライセートのHSP10抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	HSP10ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

